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まえがき

［水産土木」とは何ぞやといった現段階では，講座と

して記述するには，あまりにもその内容がばく然として

いる。少なくとも筆者にはそう思われる。いずれ多数の

この方面の研究皮術者が討議，検討されて「水産土木J

の学問的体系が確立されることを切望する。

筆者らは昨年来浅海増殖施設とくに養魚施設の調査研

究を行っているが，いまだ現地踏査，アシケート調査，

二三の施設についての現地観測を行った程度である。

学会誌編集委員会の要望に応ずるには，あまりにも内

容貧弱でその資絡を欠くものであるが，水産土木の重要

性と農業土木の立場から興味ある研究分野であると考え

られるので，あえてその概ぼうを紹介する乙ととする。

浅海増殖は魚顎，貝類，甲カタ類，海ソウ類などを対

象とする養殖，繁殖助長，繁殖保護などにわたるもので

あるが，第1講では，浅海増殖施設のうち主として養魚

関係について調査して得た資料に基づいてその実態を紹

介するとととし，第2講以下では，養魚以外の諸施設の

紹介と施設全般にみられる問題点を探り，最後に浅海増

殖施設に関連する土木工学的分野「水産土木」の研究と

技術の内容について検討する予定である。

事香川大学長学部教授

座

1. 1 水産振興と浅海増殖

世界ーの漁獲高を誇る日本の水路業：も，小数の大企業

がその大部分を占め， 207i戸におよぶ零細漁家の1戸吋

り漁獲1:'s，主／H({J:J：：＇少ない。とくに治上計（（＼：おとおいてそ

の零細性と似位'!11：はいちじるしい。加えて沿岸沖合漁業

の乱獲と梅山異焚rt，その水深資源を枯渇し外＇.P長室ーのi波
少となって現われ，ますます沿岸漁家の＇ t活を貧困化す
るに至った。ここに水pr;~ とくに沿岸i魚業の娠興が問題

化し，その対策の」方向として波数L増組事業が重視され

るに烹った。

自然、に育つ1!{1¥L'｛，只な1，ソウ績を獲る時代から人工的

に育てる時代へ，かつてii，林資w業が経験したように水
産業にも同じ時代がやってきた訳である。

わが国の浅11ff:増姻事業は，徳川何年代のカキ，アサクサ

ノリ，明治時代の真珠，クルマエピのようにすでに古く

から開拓されているものもあるが，一般魚類の増殖は，

昭和以降の試みて手ある。しかし，乙の事業がとくに着目

されてきたのはζζ数if.米のことで．今や全国各地に爆

発的な勢いで広がりつつある。

しかし，このように急激に増加しつつある浅海増殖事

業ト各種の問題を内包しつつ事業として先行し，研究

技術の面がはなはt三しく立ちおくれている。現在浅海養．
魚の施設tゴけでも 500カ所以上におよび，とくに多いの
は東海，南海，瀬戸内海，九州西海などで，魚種はハマ

チ，フグ，タイ，タコ，クルマエピなど10数種にわたっ

ている。またその施設は築堤，網仕切，網図，小割網，

イケス，地上池などの型式がみられ，その位置，環境，

規模はもちろん，その構造，材料，施工l乙至っては全く

まちまちで「思いつき」でやっているとしか考えられな

い。また最も重要な海水の交流についても，充分な検討

がなきれているとは恩われない。かかる現状の施設では

凶作や災筈その他各種の問題に悩まされていることは当

然であろう。

水産庁は浅海増殖事業の研究と指導のため，瀬戸内海

の東部（香川県屋島），中部（愛媛県伯方島〉，西部（

山口県〉の3カ所に「栽培魚業セシターJを設ける計画

をたて，東部，中部の2カ所はすでに完成しその活動を

開始している。また農林省農業土木試験場に水産土木に

関する研究部門を増設し， 38年度から発足整備されつつ

ある。とれら研究指導機関の活動と成果を浅海増殖事業
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来の78%を占めている。その地域もほとんど全国的とな

り，その魚種も20数種におよんでいる。

沿岸漁業不振の対策を契機として「獲る漁業から育て

木（第1講〉土産水

さらには水産侵輿のため期待したい。
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浅海養魚事業体数

（現地およびアンケ｛ト調査〉

府県名 事業体数
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1.2.1事業の沿革

わが国における浅海養殖事業はすでに先覚者によって

約 300年前，徳川l時代に広島湾，松島湾でカキ養殖，東
京湾でアサクサノリ養殖などが開始されている。また明

治中葉ごろに三重県で真珠益殖が，熊本県でクルマエピ

養殖（蓄養〕がそれぞれ試みられている。これらの養殖

は現在も養殖事業の花形として，全国的lこ盛んであるが，

主として貝類，海ソウ類，甲カク類であって一般魚類の

養瀦事業は，ほとんど附和以降に開設されたようであ・

る。昭和2年に開始された安戸池（香川県〕は，現在益

殖魚の王座を占めるハマチ（成長すればプリ）養殖の最

初といわれている。

表－1.1は調査範囲でrn.tこ現在尖施ι1，の浅海養魚事業
の開設:ff次であるが，明治（4カ所），大.iE(21ヵ所〕

および昭和初期の大部分は熊本県，山口県などのクルマ

エピ養殖事業の開設であって，わずかに昭和2年の前記

安戸池（香川I)，同8年の喜平島（香川｜）などのハマチ

養殖事業の開設がみられる程度である。戦時中はほとん

ど開設がみられず，既設のものも休議するものが多かっ

たといわれ，戦後徐々に再開され，あるいは開設されて

いるが，昭和32年とろまでは低調である。翌11(1和33年ご

ろから急激に養魚施設の造成が活発化し，乙こ 2～3年

間の激増はいちじるしい数に達している。調査王個数 271

カ所のうち最近6カ年聞の開設数は， 211カ所で明治以

浅海増殖（養魚〕事業の現状1. 2 
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')(j 農業土木研究第31巻第 7号

る漁業へ」の道をいま水産業は，急速にたどちつつある

といえる。 （注：この須の記述には田村正著「浅海増殖

学」に負うところが多しウ。

1. 2. 2事業の分布

浅保氏組事業0）全国事業カ所数は表一1.2に示すよう

に564カ所で，経営体；主；魚業協同組合，会tL個人など
である。

海岸線をもたなしゅ県は当然、除かれるとして，北海道か

ら鹿児島県までほとんどの府県に分布してし、る。これぞ

大きく地方別にみると．瀬戸内海222カ所（39予合），太

平洋岸 197カ所（35%），日本海岸73カ所（13%〕，九

州西海72カ所 (13%）のJI民となる。瀬戸内海〔222カ所）

は9尽にわたるが司杏川（78），岡山（36〕，愛媛（33),

広島（30〕，兵庫l25）など全国的にみて最も密度の高い

地方である。太平洋岸 (197カ所）は14県にわたるが，と

くに持問〔26），三重（55），和歌山（30），愛媛（34)

に多い。日本海岸：（73カ所）は10県にわたるが，とくに

福井（30），京，111(16〕，日ilJ(10）に多く，また九州沼

海（72カ所）は，熊本（41），長崎（19），鹿児島（12)

となっている。

以上の分布ーを海岸地形からみると，伊豆半島，志摩半

島，紀伊水道，瀬戸内海，豊後；Jcj益，鹿児，Is;湾，九州西

海，若狭湾，富山湾など，海岸線CJ)ilJ入多く島しょの発

一達した地域に集中的lこ分布している。選殖施設が主とし

て！J然の浅｛白色利用す一る関係上，施設の施工と維持管

理，とくに台風その他の災容を避ける必要性から以上の

分布と地域性に＇/BV:.なHJ闘があると考えられる。高知県
はハマチ0）手作魚J〕生産！hJJ:主を沖合にもつ有利な県であり

ながら，その長大な時岸線にほとんど箆魚施設なく，わ

ずかに浦の内的にみられる程度であることも，そω地形

と台風からこれを裏付けるものであろう。

1. 2.3養殖魚種

全凶 564事業体で立志（蓄益金合ひ）している魚種と

尾数（稚魚〉を表一J.3に示す。

魚沼ーは，ハマチ，フグ，タイ，ハギ，タコ，アジ，カ

ンパチ，アナゴ，セイゴ，ボラなどの一般魚類から，ク

ルマエビ，イセエピ，カニ，ガザミなどの甲カク類，ア

ワビ，サザエなとω貝綴にわたり， 20数積におよんでい
る。

全国松i針白尾数（稚魚）の概数は 2,588JJ尾で，ハマ
チ（996万局）とクルマエピ（1,310万尾）の岡魚種でそ

の90%を仁1：；め，現在の愛娘魚種の双へきである。それに

つぐもωは，ハギ，アジ，タコ，フグ，タイなどである

が，いずれも lOO)j局以ードである。

これを県別にみると，ハマチはほとんど全国的に養殖

されているが，最向は杏川の 228万尾で，兵庫，三重，

愛媛，静岡，徳品，和歌山などこれにつづき，いずれも

50刀局以上で、ある。これらの地方には一事業体でハマチ

20～30万掲の長紘一を行っているものもある。クルマェビ

はほとんど香川，熊本，千葉，山口の4県で養殖され，

熊本は明治，大正からjlわれている先進地であり，千葉

県はクルマエーピのほかにイセエピ，アワビ，サザエなど

をあわせ長泊する特色令もら，香川県はクルマエピめフ

化による儲ェピの幼生飼育と差是嫡をわい，各地に稚ェピ

io供結している。

fl百平日の初jめ安戸池において始めてハマチの養殖を開拓

した引IH〔香川｜）の野網和三郎氏と，数年前クルマエビ

の妖卯ブ化に成功した生島（香JII)の藤永元作氏とは浅

海益嫡事業の貴重なパイオニアであるが，この両氏の存

在は香川県を，1，心とする瀬戸内海々域が，ハマチにおい

て全国の67%，クルマエピにおいて569告を占めている理

由の一つでもあろう。

その他の魚種では，タコは兵庫，香川，愛媛，ブグは

岡山，香川，安媛，福井，ハギは広島，岡山，愛媛，タ

イは香川，徳島などでそれぞれおもに養殖され，全国的

にみて，これらω魚種は80～909合までが瀬戸内海々竣で

業磁されている。

養殖魚種と尾数は養殖施設の自然環境と規模によって

規制されるが，さらに養殖時期，期間，稚魚，餌料，市

場など経営的な事由によっても左右されるようである。

一般に生育期間ω短かい高価な魚種が多く選ばれる傾向
均三ある。

表←－1.3 浅海支嫡魚簡と尾数 L枕魚〕

（現地およびアンケート調査）

魚沼 ハマチ ！，ノノ？レずエ I I 1 ｜その他 1 !i I 
タコ｜アグiハギ！タイ｜のi梢｜その他 II ,i1 I 韻i 考

69 I 18 I 39 I 65 II口総｜その他の魚類山，力ンベシマ
; I I II 1アジーアューアナゴ会ポラセイゴ

2. 1 I o. 1 I 1. 5 i 2. s 11 100 Iイサ￥工どi ’ 

6s I 11 I 1:i I o II 1 576 Iその他（イセエピ．シマエピ，カニ．
I I I ii lガザミなどの叩カク類，アワビ，サ
o. 97 1 o. 89 I o_ 33 I o If o. 61 Iザエなどの貝類）

996 ! ], 310 

ぉ.5 I 50. 6 
ti63 I ,36 
o. 67 I o_ 56 

全悶足数 Cu〕

i七

i!ii ｝ゴ 11,J己主正 Ch〕

i,!uゴ内 j全｜司

ー－418一一一
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，表－1.4 浅海養魚施設別個所数

（現地およびアンケート調査）

府県名｜築堤i網仕切｜網岡小国j網｜イケス｜地上池暗止塩｜守ダマ｜計

北海道｜ 円1 －下寸－11
育 森

岩 手 5 5 

1. 3 浅海増殖（養魚）施設の現状

1. 3.1施設の分布

施設カ所数（表－1.4）の全国総数は627カ所である。

1. 2. 2で述べた全国総事業体数564ヵ所よりいくらか多く

なっているのは， 1事業体で2～3カ所の施設をもつも

のもあるからである。それをさらに県別，地域別にみる

とその分布の組密は，前述事業体の分布とほぼ一致して

秩 回 1 1 いるととは当然である。

山 形

宮 城

調 島 2 2 

~ J : 11-Ll I JJ J~ 
静 岡 1 3 19 5 

愛 知

新 潟 1 

富 山 10 10 

石 Ill 4 

福 井 3 30 33 

一一一 重 2 53 55 

rぶ IJ ： ~IJ「IJt

4~1日lII. 1 ・ l~_ll 
7 

施設の型式は築堤，網仕切，網囲，小割網，イケス，

地上池，廃止塩田，潮ダマリなどに分類される。型式別

で最も多いのは小割網で319ヵ所，つづいて築堤の96カ

所，イケスの86カ所，網仕切の76ヵ所，網囲20カ所で，

地上池，廃止塩田，潮ダマりは特殊な地方にみられる型

式で小数である。

小割網はほとんど全国的にみられるが，特に太平洋岸

に多い。これは構造と施工が簡単で小規模養魚にも適

し，移動可能のため海面を自由に選ぴうる乙と，また台

風などの際安全地帯に退避することもできることなどの

諸条件から広く普及しているものと思われる。築堤も全

国的にみられるが，熊本地方などの築堤はクルマェピ養

殖のため水深浅く網仕切と併用したものが多く，したが

って純築堤は瀬戸内海域に多いようである。網仕切，網

図，地上池もがいして瀬戸内に多く，とくにイケス（おも

に砂コ，ハギ〉，廃止塩田（おもにクルマエビ，フグ〉，

潮ダマリなどは，瀬戸内にみられる型式である。

これらの施設型式は，それぞれの地域の海岸，地形，

底質，水文，気象，魚種などによって選ばれたものであ

ろうが，なぜそのような型式を採用しているかについて

確かな根拠を示しうるものはほとんどいないようであ

る。

1.3. 2施設の型式・規模・構造

(1）築堤式

海面の一部を堤防によって締切り，海水交流は水門で

行う型式である（図－1.1〕。 大部分の築堤は自然の湾

口を締切るが（例：鳴門，横浪〕 （口絵写真一I)，島し

ょと海岸を利用した二方堤あるいは三方堤のものもある

〈例：：湯島，伯父ケ浦〉。また二つの島しょ聞の海峡を二

つの堤防で締切る裂式（例：喜平島〕 （口絵写真一3),

もみられ，自然に生成されたかTこ湖を利用するものも・あ

る（例：安戸池〕 （口絵写真一1)。さらに築堤は干潮位

までとし，それ以上満潮位までは次にのべる網仕切を行

い海水交流を容易にしている併用型式もみられる（例：

伯父ケ浦） （口絵写真一6）。

築堤式は他の型式に比して規模がいして大きく，全国

45カ所の調査では 1カ所平均水面積約4haである（表一

一－419一一
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築 I霊式 綱仕切式

型

式

実

押IJ

網図式 イケス式

関

調
争明国

図 1・1浅海王立魚施設の界！式

表一1.5 浅緑蓬魚施設規模（水面積）

（現地およびアンケート調査一全国〕

施設盟伊査｜明書（ 主要養魚施設

l個数（c1ha〕＇；
第｜ ｜ l香 JI!I安戸池I26.0 ！，、マチ｜ 却

I I 1熊本｜主主 立 I13. 2 Iクルマエピ｜ 9 
I 65 I 4.1 I '・ I I I 
｜ ｜ ｜岡山｜巴 久 I11. s Iハマチ，フグ1 10 

堤！ ！ i香川；伯父ケ浦is. 3 Iハマチ1 15 
I • 向知｜横浪＇ 7. 7 ！ハマチI 12 

網 i ！ ！呑川田ノ川 19.8 ！ハマチ！ お

I 香 JI!I女木島， 9.9 ：ハマチ｜ 20 

仕 I43 I 3. 81山口仙崎I1. s Iハマチ1 9 

兵庫 J家島i 7.0 IハマチI 13 
切 I I ! 1 i I i 

岡山｜植石島 l 7.0 Iハマチ，フ7/ 10 

縞｜ I l高知山崎I0.8 ！ハマチ｜ 2 

｜ ｜福井｜和田 I 0.4 Iフ 7/ 0.2 

｜ ｜香川｜｜庵知 Io. 3 Iフ グI o.s 
I j京都！舞鶴 1 o. 3 Iハマチ｜ 3 

回 I I I , : I I 
｜ ｜静岡 2舞 収 1 0.2 I クルマエビ｜ 9 

宇！ i ｜香 111l色 ぶI5. 0 Iチヌイ 2 

主I6 I 2. 3 I岡山 i1申烏j 3. 0 lプ グI o.4 
回｜ ｜ ｜香川II詫間I 1. 4 Iプ グI 3 

注：魚種i主主要魚種を示L，足数は最互の波数を示すが，稚魚
入干の難易．経:siなどの理由により亥動が多い。

1. 5）。そのうらlOhaJよ上のもの6カ所，最大はかた湖利

用の安戸池（香川｜）の26haである。 平均水深は香川県

C 6カ所） ω範囲では 4～6.5mでその平均は 5mであ
る（表一1.6）。また施設内水容積の平均は42万m＇で，

fd:大は安戸池の169万m＇である。四 l且4県の調査（6カ

所）では，締切り堤防の長さは226m（横浪〕～550mC伯

父ケ浦）で平均約 350m, 施設周辺長fc'..J<iーする堤防長の

比は，内湾を締切るものでは20%程度であるが，島しょ

を利用する二方堤，三ブJ堤になると60～70%に達するも

のもあり（例：伯父ヶ浦，揚烏〕，平均35%である。

幸容堤l土石積みまたはコンクリート施工のものが大部分

で，透水阻止の必要がないため，概して粗雑である。堤

高は満水面上I～2m程度の余裕をもっているが，異常

高潮，強風の際は越波水没するものが多いようである。

水門は 2～10数個， 1径開法 1～10m程度で一定の基準

表 J.6 浅海養殖施設別規模

（現地調査一香川県〕

施 設 名 ［調査鯛数［平均水醐（平均木深｜平均水容積
I I Cm2〕 I (m) I (m3) 

築堤 I 6 I 71,400 i s. o I 418」400

網仕切（ s i 75, 900 : 5. 2 I 274, 100 
網閉 I 6 I 5, 100 I 3. 4 I 15, 600 

涜止塩田｜ 4 I 21,400 I 1. 2 I 27, 900 

地上池 l 4 I 180 I 1. o i 200 
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は認められず，さらに築堤部外に地山を掘さくして外海

水面と連絡し海水交流伝助長しているものもある（例：

横浪）。水門には門扉を欠くものが多く金網，鉄格子な

どで魚族の逃逸を防止している。

(2）網仕切式

海面の一部を網で締切るもので，海水交流は網目を通

して行う型式である（図一1.1)。これも大部分は自然、の

湾口を締切るものが多いが（例：問ノ浦，椿泊〉，菌線

t乙近い海岸からJ中に向って方形あるいは弧形l乙網を張り

出している型式もある〈例：女木島，庵治）。また地形

の関係から一部を築堤で締切る網仕切との併用型もある

（例：著者団，多奈川！小島〉。

網仕切の水面積は全国43カ所の平均約 3.8ha，最大は

19.8haの回ノ浦（香川I), 9. 9haの女木島（香川I)がこ

れに次ぐ（表一1.5）。平均水深は香川県（8カ所）の範

囲では 2m（庵治）～9m（田ノ滞），その平均は 5.2m

で築堤式と大差ない。水容積の平均は約27万m＇，最大は

田ノ浦の245万m＇である（衰－ 1.6〕。網仕切の長さは四

国（11カ所）の範囲ではsomC銭坪）～1,200m C小方〉，

平均約430m, また全周長に対する締切長の比の平均は

639告で，築堤式の平均359面よりいちじるしく大である。

乙れは網仕切が築堤に比して工事が容易なためであろ

つ。

網仕切には構造からみて，二つの型式に大別される。

一つは，締切線上5～10m間隔に支えグイ（鉄筋コシタ

ロート，綱管，木，竹など）を打ち，これをワイヤ，ロ

ープで連絡し，締切網を支える固定式（例：津田，女木

島，堂ノ浦） （口絵写真－4），と他の一つは，支えグイ

を用いず締切部の両端聞を渡すロープを浮子によって支

え締切網を垂下する浮動式（例：田ノ浦，椿泊，大海）（口

絵写真一5），とがある。前者は固定しているため干潮の

際締切網は水面上に露出するが，後者は干満l乙応じて昇

降し網が露出することが伝い。浮動式は固定式に比して

柔軟性があり，波浪に対する安全性が大であるといわれ

る。締切網の垂下方法は一定しないが，最大水深に対し

て相当の余裕長を与え，また沈定方法はチエシ，コシク

リートプロックなどを用いているが問題点が多いようで

ある。締切網は一般に数mの間隔をおいた二重網を用

い，さらに外海からの浮遊物による破織を防止するため

外側に防災網を設ける場合もある（例：田ノ浦〕。

海水交流は網目を通して行われるが，稚貝，海ソウ類，

沼土などが着生して網目をふさぎ，海水の交流が阻害さ

れるので10～20日ごとに締切網の清掃が必要である。乙

の作業は網で締切る養魚施設全般にわたって管理上重大

な問題点となっている。

(3）網図式

海岸線を利用せず全周辺を網で締切る型式である（図

-1.1)。海底がやや平坦で適当な水深の場所を選ぴ，前

項網仕切とほぼ同じ方法で設定する（例：庵治，内外の

浦）。

海面を網のみで締切るため，その平面形状は一般に整

形で円形，多円形，長方形，扇形などが採用されている。

規模は一般に小さいが高知県の内外の浦は 140m x 60m 

=8,400m2で大型であり，香川県庵治湾にみられる数個

の網囲は円形に近い多角形で直径50～80m水面積2,000

～6,000m＇程度のものである〈表ー 1.5）。平均水深は香

川（6カ所）の範囲で2～Sm，その平均3.4mで内水

容積は平均1.6万m＇程度である（表一 1.6）。 乙の型式に

も網仕切と同じく支えグイを用いる固定式〈例：庵治〕

（口絵写真一7），と浮子を用いる浮動式（例： l内外の浦〉

とがある。クイ，網その他の材料，構造は網仕切の場合

とほとんど同様である。

(4) 小割網式

木材，竹材などで方形にワク組みし，これから周辺に

網を垂下し底部も網張りを行う型式である（図－1.1，口

絵写真－8）。まれに固定式もあるが，ほとんどがワク部

の浮力によって水面に浮かぴ，潮位の変動によって昇降

する。海水交流は他の型式に比して最もよく，しかも良

質の水域を求めて移動し，あるいは災害から退避しうる

利点がある。

水面に浮かぶワク組みの形状は正方形または長方形，

まれには八角形のものもある。方形の辺長は4～！Om程

度のものが多く，したがって，乙れを組合せてたとえば

5 mx 4 m=20m' C岡山）， Bmx 5m=40m' C香川），

9 mx 9 m=81m' （兵庫〕などで，調査個数23個の平均

は6.9m x 7. Om=48. 3m' C約4間X 4間＝16坪）である。

水中に垂下する網の深長は2～10mで平均 5.3mC約3

間〕である。したがウて小割網の内水容積は3辺の積か

ら求められ，小はsmxsmx sm=27m' C徳島，・ハマ

チ稚魚用）から大は15mx 15m x 8 m=  l, 800m' C香川，.

ハギ用〉におよび， 23カ所平均で357m＇である。小割縞

設置場所の水深は，移動性のため一定せずsomC高知〉

におよぶと ζろもあるが，常置するところで平均 (16カ

所） 6m程度である（表ー1.7)。

水面浮上用のワク材は木材，竹材など告用い，まれに

は浮子を併用しているものもある。また小割網は築堤，

網仕切の場合lこも稚魚時代の飼育用として併用する場合

も多い。わずか水容積300～400m＇の小割網で，ハマチ

1,000～2,000尾，ハギ約5,000尾を飼育しうるといわれ

る。乙れは全面絹のため海水交流が最も高率でしかも良

一一一421一一一
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表一I.7小智j縞およびイケスの平均寸法

（現地調査四国4県〕

施設名（調査個数［縦（m)I横Cm)I深さCm〕i問問
小割網｜ 23 I 6. 9 I 7. o I 5. 3 I 357 

イケ；，.I 7 I 4. o I 2. 4 I 1. 7 I 32 

質の水域を求めて移動しうるからであろう。しかし網の

付着物の除去清掃は給仕切，網固と同様問題点がある。

(5) イケス式

木材，金属材などで造られた箱型で，各国を絹張りし

内部lこ隔墜を設けた型式である（図－1.1，口絵写真－9）。

設定はほぼ小割網と同じく水面付近に上国がある程度に

浮上する場合が多いが，ときには水面下に沈めるときも

ある。イケスの形状は小割よりさらに小さく 3mx 2m 

x 1 m=  6 m' C香川l〕， 7m×5m :-< 5 m=175m' （香

川I)などがあり，調査個数71国の辺長平均は 4.Om x2. 4 

mx  1. 7mで内水容積平均は 31.7m＇である（表－ 1,7)。

イケス設置場所の水深は小制網の場合とほぼ同じく平均

(44カ所） 6.5m稜度である。主としてタコ養嫡用であ

るがハギ，チヌなどにも利用されている。

(6）地上池式

地上にプ｛ルを設け海水交流はポンプで行う型式であ

る。これは他の型式と異なり臼然海面と全く隔離されて

いるため災害から安全であり，さらに水量，水質，魚族

の管理が容易であるため集約な養魚施設型式として将来

普及することが予想される。廃止塩田のクルマエピ養殖

も地上池型式に転化しているものもある（例：生島，口

絵写真一10）。地上l乙設ける貯水池またはコンクリ｛ト

プ｛ルの形状，面積，水深，水容積は一定せず調査範囲

では，水面積30～600m＇，水深 0.5～2.0m程度である。，

m廃止塩田
廃止された塩田を養魚施設に転JFJしているもので，特

に型式として分裂するには当らなし、かもしれない。塩田

堤防によって締切られているので築堤型式に属するもの

ともいえる。廃止1主Wlをそのまま利用したもの（例：詫

間〉，一部を掘さくしているもの（例：こと庄，亀水）

〈口絵写真一11)，地上池~式iこ変わっているもの（例：

生島）などがある。利用水面積は13,6oom2 C詫間〕～50,

ooom2 C亀水〉，水深は 0.5～2.0m程度である。主とし

てクルマェビ，ブグ，ボラ，チ耳，などの養殖が行われ

ている。

(8）溺ダマリ

干拓地，境fl]，潮j遊び，小和，JJIIの河口などω糊止め水
門の1J:1水面を利用するもので， ζれも水門で（11J;j(,交流を

調節する乙とから，構造的には築:IQに近い型式であろ

う。養魚施設というよりはむしろ既存水面の利用担式と

みる vくきものである。ボラ，チヌ，ウナギなどの養殖に

利用されている。

〔1963.10. 18.受給］
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